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２月８日（木）の第２回評議員会においてアンケート結果を評議員の方に報告、一緒に分析したり、

ご意見を頂いたりしました。その内容を一部ではありますが、保護者・地域の皆様に学校だよりを通
して報告させていただきます。アンケート結果および学校評議員会の皆様のご意見を踏まえ、今後の
本校の教育活動の一層の充実に、教職員皆でさらに努力してまいります。今後も本校への教育活動へ
のご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

 
本校が、グランドデザインの重点目標として取り組んできた「対話

を中心とした授業づくり」を年間を通して行ってきたところ、「ペア・
グループでの対話を大切にした授業は楽しい」と答えた生徒は、約９
割（A 当てはまる＋B どちらかといえば当てはまる、以下同様）でし

た。学校評議委員の方々も、実際に年間３回の授業参観を通して、「授業の様子がずいぶん変わった。」
「対話を中心とした美浦スタイルが定着してきたと感じる。」「対話により新しい気づき、意欲につな
がっている。」と評価していただきました。一方で、教師の授業の工夫や ICT 活用に関する調査項目
３および４については 91％以上の生徒が肯定的であるが、「タブレットの活用がたくさん見られた。
一方で、タブレットに集中して対話が進んでいるのか気になる場面もあった。教師によるスキルの差
もあるのではないか。」とのご意見をいただきました。 
さらに、「この授業づくりが、孤をつくらないことにつながっていると思う。」「生徒同士だけでな

く、生徒と先生の関係の良さにもつながっていると感じる。」と評価していただき、本校の推進してい
る授業づくりが、人間関係づくりにもつながっていることについて、評価していただきました。「学校
は、楽しい」と答えた生徒が 92％であったことに対して、「対話型の授業づくりが、子どもの生徒指
導の充実につながっているのではないか。実を結んでいると感じる。」「全体的に人数が減っているが、
その分教師がしっかりと子供と向き合っていると感じた。」とご意見をいただきました、一方で、「い
じめに関するアンケート結果が下がっていることが気になる。」とご指摘いただきました。この点に
ついては、校内の生徒指導部会でも、結果をしっかり受け止め、現在対応を話し合っているところで
す。教職員は、いじめを早期発見し、チーム体制で迅速な対応に努力してきました。何かお気づきの
点がありましたら、お知らせしていただければと思います。 
また、「生徒会活動に積極的に取り組んでいる」と答えた生徒 91％、「決まりやルールを守って生活

している」と答えた生徒 95％を受けて、「学校行事が生徒主体で取り組めており、よかった。」「靴・
靴下、髪型や制服をはじめ、生徒主体の校則改善がわかった。」とご意見いただきました。また、「全
体的に落ち着いていた。笑顔がたくさんみられるようになった。」「地域でも以前よりあいさつしてく
れることが多くなった。」とありがたいご意見をいただきました。 
一方で、「子どもは、美浦村が好きだ。」と答えた生徒 69％、自分の将来の進路について考えている」

と答えた生徒 77％という結果を受け、「キャリア教育を具体的にしっかりやってもらえれば。この地
域の中で、子ども達の目標がなかなかみつけられない現状がある。」「成人で喜んで美浦を支える人材
の育成が課題である。学校の中で、そのような教育活動は難しいとは思うが、お願いしたい。」と、今
後の美浦村を担ってほしいという思いを強く願ったご意見をいただきました。 
 現在、本年度の教育活動を見直し、次年度へ向けて、見直し改善をしているところです。アンケー
ト結果、学校評議員のご意見を大事に、次年度のよりよい教育活動へとつなげていけるよう、全教職
員で引き続き努力していきます。 
 

屋敷平通信 
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「第２回 学校の教育活動に関するアンケート」の結果を報告します。 

 

【報告内容】 

 

アンケート結果は２枚目です 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


